
九州大学学術情報リポジトリ
Kyushu University Institutional Repository

鄧紅著『董仲舒思想の研究』

近藤, 則之
佐賀大学

https://doi.org/10.15017/18164

出版情報：中国哲学論集. 22, pp.82-96, 1996-12-25. 九州大学中国哲学研究会
バージョン：
権利関係：



評
書

郡
紅
著
『
董
仲
野
思
想
の
研
究
』

近

藤

則

之

は
じ
め
に

　
本
書
は
、
董
仲
野
の
思
想
を
、
そ
の
天
論
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
倫
理
思
想
、
政
治
思
想
、
陰
陽
五
行
説
、
春
秋
学
等
の
各
方
面
に
わ

た
っ
て
総
合
的
に
論
じ
た
も
の
で
あ
り
、
董
仲
野
を
国
論
し
た
著
書
と
し
て
、
わ
が
国
に
お
い
て
初
め
て
の
も
の
で
あ
る
。
著
者
は
九
四

年
＝
月
、
九
州
大
学
よ
り
学
位
を
取
得
し
た
が
、
本
書
は
そ
の
学
位
論
文
に
い
く
つ
か
の
論
考
を
加
え
て
九
五
年
四
月
に
出
版
し
た
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
既
に
一
年
半
の
月
日
が
経
ち
、
書
評
を
試
み
る
に
は
や
や
時
宜
を
失
し
て
し
ま
っ
た
が
、
こ
の
点
著
者
に
お
詫
び

し
な
が
ら
以
下
本
書
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
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本
書
の
構
成
は
、
町
田
三
郎
氏
の
序
文
を
初
め
に
置
き
、
前
言
、
三
部
か
ら
な
る
本
論
、
　
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
」

践
を
置
き
、
引
用
・
参
考
書
目
の
紹
介
と
い
う
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
目
次
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
　
「
陰
陽
五
行
篇
」

に
二
～
四
に
項
目
が
分
か
れ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
は
紙
面
の
都
合
で
省
略
す
る
。

と
続
き
、
末
尾
に

ま
で
劃
一
は
さ
ら



序
文

前
言

天
道
篇

　
は
じ
め
に

　
第
一
節
　
天
思
想
の
発
展
過
程

　
第
二
節
　
天
神
と
天
道
と
天
命

　
第
三
節
　
人
道

　
第
四
節
　
　
「
天
人
合
一
」

陰
陽
五
行
篇

　
は
じ
め
に

　
第
一
節
陰
陽
五
行
の
起
源
と
そ
の
媒
体
機
能

　
第
二
節
　
陰
陽

　
第
三
節
　
五
行

　
第
四
節
　
陰
陽
五
行
合
論

春
秋
公
羊
学
篇

　
第
一
節
　
三
三
侍
の
二
つ
の
春
秋
公
羊
学

　
第
二
節
　
董
仲
静
の
正
統
と
大
一
統
論

　
第
三
節
冒
董
仲
静
の
歴
史
理
論
に
つ
い
て

あ
と
が
き
に
か
え
て
1
宋
学
に
お
け
る
「
天
」
と

引
用
書
目
・
参
考
書
目

「
陰
陽
五
行
」
説
に
つ
い
て
一
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蹟
に
よ
れ
ば
、
右
の
中
で
、
前
二
篇
が
そ
の
ま
ま
学
位
論
文
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
本
書
の
多
く
の
部
分
は
未
発
表
論
考
が
中
心
と
な
っ

て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
既
発
表
の
論
考
と
し
て
四
篇
が
践
に
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
の
二
篇
は
「
春
秋
学
篇
」
に
採
録
さ
れ
、

他
の
二
篇
は
「
天
道
篇
」
の
基
調
論
考
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
さ
て
、
書
評
な
る
も
の
の
第
一
の
役
割
は
、
著
書
の
全
体
の
梗
概
を
紹
介
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
は
董
仲
侍
の
天
論
、

自
然
論
、
人
間
論
、
統
治
論
、
道
徳
論
、
春
秋
学
、
歴
史
観
等
、
そ
の
思
想
全
体
に
目
を
通
し
た
壮
大
な
内
容
を
も
つ
も
の
で
あ
る
。
こ

の
壮
大
な
著
書
と
紙
面
の
限
定
を
比
べ
る
時
、
当
惑
の
感
を
覚
え
ざ
る
を
得
な
い
。
と
こ
ろ
で
、
本
書
の
特
筆
す
べ
き
特
徴
は
、
董
仲
釘

の
天
を
「
天
神
」
な
る
概
念
に
よ
っ
て
捉
え
、
こ
れ
を
起
点
に
し
な
が
ら
董
質
草
の
思
想
の
全
体
を
跡
付
け
た
所
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

従
っ
て
本
書
の
評
価
は
、
ま
ず
何
よ
り
こ
の
「
天
神
」
概
念
の
当
否
に
か
か
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
著
者
の
「
天
神
」
を
通

じ
た
戸
綿
醤
の
解
釈
の
大
部
分
は
、
先
に
紹
介
し
た
本
書
の
学
位
論
文
の
部
分
、
す
な
わ
ち
「
天
道
篇
」
と
「
陰
陽
五
行
篇
」
に
お
い
て

ほ
ぼ
論
じ
終
わ
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
の
論
評
は
、
こ
の
部
分
に
重
点
を
置
い
て
行
い
、
　
「
春
秋
公
羊
学
篇
」
は
必
要
最

小
限
度
に
止
め
よ
う
と
思
う
。
こ
の
点
諒
解
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
「
前
言
」
の
部
分
は
、
本
論
の
考
察
の
前
提
と
し
て
、
密
宗
鍔
の
生
涯
や
事
績
、
著
作
、
時
代
背
景
を
略
述
し
、
そ
の
後
、

本
書
の
構
造
と
内
容
が
概
観
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
本
論
の
梗
概
と
重
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
省
略
す
る
こ
と
と
す
る
が
、
し
か

し
、
こ
こ
に
は
『
春
秋
繁
露
』
に
関
す
る
本
書
の
取
り
扱
い
方
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
に
は
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
く
と
、
著

者
は
、
中
国
に
お
い
て
『
四
庫
提
要
』
以
来
、
『
繁
露
』
の
偽
作
説
は
存
在
し
な
い
こ
と
を
踏
ま
え
つ
つ
、
ま
た
、
特
に
仮
託
の
疑
い
が

指
摘
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
『
春
秋
繁
露
』
五
行
下
篇
に
つ
い
て
、
そ
の
疑
い
が
不
当
な
こ
と
を
「
陰
陽
五
行
篇
」
第
三
節
で
論
証
す
る
こ

と
を
断
っ
た
上
で
、
『
繁
劇
』
全
体
を
董
仲
訂
の
著
述
と
す
る
見
解
を
示
し
て
い
る
。
一
さ
て
、
そ
こ
で
本
論
「
天
道
篇
」
第
一
節
の

梗
概
の
紹
介
へ
と
進
も
う
。
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二

「
天
道
篇
」
第
一
節
「
天
思
想
の
発
展
過
程
」
で
は
、
股
周
の
時
代
か
ら
董
仲
舖
以
前
に
至
る
ま
で
の
天
の
概
念
の
変
遷
が
概
観
さ
れ



て
い
る
。

　
原
始
宗
教
意
識
は
自
然
崇
拝
と
祖
先
崇
拝
の
二
つ
の
系
統
を
持
っ
て
い
た
が
、
や
が
て
人
類
の
思
想
の
進
歩
に
伴
っ
て
両
者
は
合
一
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
股
代
の
帝
・
上
帝
は
自
然
神
と
祖
先
神
が
合
一
化
し
た
至
上
神
で
あ
っ
た
。
や
が
て
、
股
周
の
王
朝
．
交
替
に
際
し

て
、
周
は
そ
の
政
権
の
正
当
化
の
た
め
に
、
股
の
帝
か
ら
そ
の
祖
先
神
と
し
て
の
性
格
を
分
離
独
立
さ
せ
、
そ
の
至
上
神
性
の
み
を
継
承

し
、
こ
れ
を
天
と
呼
び
、
恒
久
不
変
な
る
天
命
を
股
か
ら
継
承
し
た
も
の
と
し
た
。
同
時
に
天
命
は
民
心
の
動
向
と
君
主
の
道
徳
性
に
応

ず
る
と
い
う
敬
徳
・
保
民
の
思
想
が
誕
生
し
た
。

　
他
方
、
こ
の
時
に
際
し
て
、
帝
観
念
か
ら
分
離
さ
れ
た
祖
先
神
は
、
周
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
た
宗
法
秩
序
、
宗
法
倫
理
を
支
え
る
理
論

的
基
礎
と
し
て
機
能
す
る
こ
と
と
な
り
、
　
「
天
」
神
と
は
別
個
の
存
在
と
し
て
祖
先
神
へ
の
崇
拝
が
重
要
性
を
増
す
こ
と
と
な
っ
た
。

　
以
上
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
著
者
は
、
『
春
秋
繁
露
』
の
離
合
根
・
立
元
・
爵
位
の
三
篇
（
著
者
は
こ
の
三
篇
を
董
仲
静
の
天
論
の

確
立
以
前
の
作
と
見
る
。
）
の
天
の
性
格
か
ら
説
き
始
め
る
形
で
、
道
家
、
墨
家
の
諸
子
の
天
観
、
先
秦
儒
家
の
天
概
念
を
概
観
し
、
ま

た
、
陸
頁
の
『
新
論
』
の
天
観
を
跡
づ
け
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
諸
子
の
天
論
は
、
祖
先
神
と
分
離
し
た
支
配
神
と
し
て
の
周
の
天
の
概
念
が
発
展
し
た
も
の
で
、
道
家
の
天
は
人
格

神
性
が
喪
失
し
た
哲
学
的
本
体
し
て
の
性
格
を
持
ち
、
ま
た
墨
子
の
天
は
、
至
上
神
と
し
て
の
性
格
が
濃
厚
で
あ
る
。
儒
家
は
、
そ
の
人

格
神
性
を
否
定
し
、
こ
れ
を
自
然
の
理
法
と
す
る
傾
向
を
示
し
、
董
仲
箭
に
至
っ
て
も
、
『
繁
露
』
離
合
根
岸
の
段
階
で
は
、
な
お
そ
の

天
は
、
先
秦
儒
家
の
天
論
と
同
様
自
然
の
理
法
と
し
て
の
性
格
で
あ
っ
た
。
他
方
、
陸
頁
に
至
り
、
そ
の
天
の
性
格
は
人
格
神
化
し
、
す

で
に
災
異
説
も
見
え
、
董
仲
野
の
（
離
合
根
等
三
篇
以
後
に
確
立
し
た
）
天
論
の
先
駆
的
性
格
を
持
っ
て
い
る
。

　
更
に
本
節
で
は
、
先
秦
儒
家
の
倫
理
道
徳
の
宗
教
的
な
基
礎
、
お
よ
び
非
人
格
的
天
観
の
深
層
に
な
お
存
在
し
て
い
る
先
秦
儒
家
の
天

概
念
に
お
け
る
天
の
神
格
化
傾
向
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
儒
家
道
徳
は
周
の
宗
法
倫
理
を
全
面
的
に
継
承
し
た
が
、
そ
の

宗
法
秩
序
は
祖
先
神
崇
拝
を
基
礎
と
し
て
い
る
が
故
に
、
儒
家
道
徳
も
祖
先
崇
拝
を
中
心
と
す
る
孝
の
上
に
立
て
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
一
方
で
先
父
儒
家
は
天
を
自
然
の
理
法
と
し
て
こ
れ
に
儒
家
道
徳
を
連
続
さ
せ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
思
考
は
天
人
間
に

何
ら
か
の
神
秘
的
な
連
続
性
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
先
秦
儒
家
は
天
の
人
格
神
性
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
深
層

に
お
い
て
天
を
人
格
神
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
1
著
者
は
こ
の
よ
う
な
儒
家
の
傾
向
を
『
易
』
観
卦
象
伝
の
言
葉
か
ら
取
っ
て
「
神
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道
設
教
」
傾
向
と
名
付
け
て
い
る
。

　
続
い
て
天
道
篇
第
二
節
「
天
神
と
天
道
と
天
命
」
に
つ
い
て
。

　
本
節
で
は
、
国
家
宗
教
と
し
て
の
儒
教
の
教
義
を
担
う
も
の
と
し
て
論
理
化
さ
れ
た
董
轟
轟
の
天
に
つ
い
て
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
董
仲
翻
の
天
は
当
初
、
前
節
離
合
根
等
三
篇
の
天
の
よ
う
に
自
然
の
理
法
と
し
の
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
先
主
儒
家
以
来

の
「
神
道
説
教
」
傾
向
に
沿
い
な
が
ら
、
さ
ら
に
発
展
を
遂
げ
、
自
然
の
理
法
の
背
後
に
あ
っ
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
万
物
を
化
育
生
成
す

る
天
の
意
志
を
認
め
た
。
こ
の
天
を
仁
と
い
う
儒
家
道
徳
を
そ
の
本
性
と
す
る
も
の
と
し
、
人
間
社
会
の
倫
理
道
徳
は
天
の
仁
徳
の
本
性

が
人
間
社
会
で
再
現
さ
れ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
し
て
、
天
神
と
儒
教
倫
理
の
結
合
を
な
す
に
至
っ
た
。
か
つ
、
天
人
の
同
類
性
を
論

証
し
、
天
を
人
間
の
祖
先
と
見
な
し
、
周
忌
に
分
離
し
た
祖
先
神
と
自
然
神
は
再
度
結
合
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
董
仲
侍
は
災
異

論
を
媒
介
と
し
な
が
ら
、
君
権
の
量
質
を
「
天
神
」
に
基
づ
け
、
伝
統
的
天
命
論
を
「
天
神
」
の
下
に
再
構
成
し
た
。
か
く
て
天
は
、
最

高
の
神
祇
と
し
て
存
在
す
る
「
天
神
」
と
し
て
の
側
面
、
人
間
の
倫
理
道
徳
（
儒
教
）
を
根
拠
づ
け
る
哲
学
的
本
体
「
天
道
」
と
し
て
の

側
面
、
支
配
者
の
正
当
性
を
根
拠
づ
け
る
「
天
命
」
と
し
て
の
側
面
を
同
時
に
有
す
る
＝
身
三
皇
」
の
最
高
概
念
と
な
り
、
先
秦
以
来

の
儒
学
は
「
天
神
」
を
最
高
至
上
の
神
祇
と
す
る
新
宗
教
「
儒
教
」
と
し
て
再
生
し
た
。

　
第
三
節
「
人
道
」
で
は
、
右
の
よ
う
な
「
天
神
」
の
下
に
意
義
づ
け
ら
れ
た
董
仲
野
の
人
道
（
政
治
論
・
道
徳
論
・
人
生
論
）
に
つ
い

て
詳
述
さ
れ
い
る
。

　
董
仲
鎌
の
人
道
論
は
、
天
が
「
天
神
」
化
し
た
こ
と
に
伴
い
、
「
天
道
」
の
下
で
再
構
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
ま
ず
人
群
鉦
は
、

人
を
天
の
生
む
所
と
し
、
そ
の
徳
性
、
性
情
が
天
と
合
一
し
て
い
る
と
し
て
、
天
の
所
産
の
中
の
最
高
存
在
1
1
「
天
の
事
端
（
天
地
陰
陽

五
行
人
）
」
の
一
に
位
置
づ
け
た
。
た
だ
し
、
「
天
端
」
の
一
と
し
て
の
「
人
」
は
、
類
と
し
て
の
人
間
全
体
を
「
王
」
に
帰
結
し
た
も

の
で
、
そ
の
実
質
は
「
王
」
個
人
を
意
味
し
、
一
般
の
人
は
「
民
」
と
さ
れ
、
後
者
は
前
者
を
天
意
の
代
行
者
と
し
て
、
・
そ
の
支
配
と
教

化
を
受
け
る
も
の
と
さ
れ
た
。
　
「
王
」
は
「
天
端
」
の
一
と
し
て
天
と
合
一
し
て
い
る
が
故
に
天
道
に
法
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
方
、
董

仲
静
は
「
天
神
」
の
性
が
、
儒
家
道
徳
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
、
天
意
、
天
皇
と
儒
家
道
徳
と
の
一
体
性
を
説
く
。
か
く
し
て
、

「
天
神
」
の
下
に
「
王
」
が
そ
の
意
志
の
代
行
者
と
し
て
、
天
意
1
1
儒
家
道
徳
に
従
い
な
が
ら
、
民
を
支
配
、
教
化
す
る
い
う
人
道
論
が

確
立
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
の
儒
家
が
内
な
る
本
性
（
「
内
君
」
）
に
基
づ
く
人
道
論
を
展
開
し
た
の
に
対
し
、
天
道
に
基
づ
き
、
天
道
と

一
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人
道
が
一
体
化
し
た
「
法
天
」
　
「
継
天
」
の
人
道
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
人
道
論
は
、
外
在
的
天
の
神
聖
性
と
絶
対
的
権
威
を
現

実
の
君
主
に
賦
与
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
そ
の
天
は
儒
家
道
徳
を
そ
の
本
質
と
し
て
「
天
に
法
り
」
　
「
天
を
継
ぐ
」
こ
と
を
求
め

る
か
ら
、
絶
対
専
制
論
と
は
な
ら
ず
、
君
主
に
儒
家
道
徳
を
実
践
し
て
聖
人
と
な
る
こ
と
を
求
め
る
聖
人
専
制
論
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
さ
ら
に
董
仲
鎌
は
全
て
の
人
間
関
係
、
社
会
関
係
を
君
臣
父
子
夫
婦
の
三
関
係
に
単
純
化
し
、
君
・
父
・
夫
が
臣
・
子
・
婦
を
導
き
、

君
臣
関
係
が
他
の
二
関
係
を
統
御
す
る
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を
「
王
道
の
三
綱
」
と
呼
ん
だ
。
こ
れ
が
「
天
に
法
り
」
「
天
を
継
い
」
で

実
現
さ
れ
る
亭
亭
箭
の
人
道
の
具
体
的
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
は
ま
た
天
か
ら
天
子
へ
、
君
か
ら
臣
へ
、
親
か
ら
子
へ
、
夫
か
ら
婦
へ
向
か

う
天
命
の
授
受
関
係
で
も
あ
る
。
こ
れ
は
儒
教
倫
理
を
天
道
を
媒
介
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
政
治
論
と
し
て
論
証
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
結
果
と
し
て
儒
家
道
徳
の
最
高
規
範
は
、
孝
か
ら
天
子
へ
の
忠
へ
と
移
り
変
わ
っ
た
。

　
ま
た
、
董
金
環
は
人
間
を
天
と
合
一
で
き
る
「
王
」
と
そ
の
教
化
を
必
要
と
す
る
普
通
の
民
衆
に
分
け
た
が
、
・
こ
れ
に
応
じ
て
人
間
の

本
性
を
「
聖
人
の
性
」
「
中
人
の
性
」
「
筈
人
の
性
」
の
三
段
階
に
分
け
る
性
三
品
論
を
唱
え
、
そ
の
中
で
「
中
人
の
性
」
に
つ
い
て
特
に

詳
述
し
、
こ
れ
が
自
ら
は
事
た
り
え
ず
、
天
意
天
罰
に
従
う
「
王
教
の
化
」
を
待
っ
て
初
め
て
善
た
り
う
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
他

方
、
そ
の
「
王
教
」
の
内
容
と
し
て
、
先
の
天
道
に
基
づ
く
聖
人
専
制
政
治
論
の
具
体
的
内
容
で
あ
っ
た
「
三
綱
」
を
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
董
仲
静
の
人
性
論
が
、
政
治
的
に
は
「
王
」
を
中
心
と
す
る
「
大
一
統
」
の
専
制
政
体
に
よ
っ
て
、
思
想
的
に
は
儒
教
倫

理
秩
序
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
理
想
社
会
を
指
向
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
一
方
、
「
三
綱
」
が
天
意
天
工
か
ら
導
か
れ
る
「
教
化
」
の
内
的
根
拠
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
「
礼
」
は
や
は
り
「
天
地
の
性
情
」
に
基

づ
い
て
形
式
化
さ
れ
た
そ
の
外
在
的
規
範
と
し
て
意
義
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　
続
い
て
天
道
篇
第
四
節
「
天
人
合
一
」
は
、
周
以
来
の
天
と
人
の
関
係
の
捉
え
方
を
概
観
し
て
、
董
仲
釘
の
天
人
関
係
観
の
特
徴
と
そ

の
思
想
史
的
意
義
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
周
以
来
の
董
仲
静
以
前
の
天
人
関
係
は
、
天
命
論
に
し
ろ
災
異
論
に
し
ろ
、
天
人
の
神
秘
的
な
交
流
を
説
き
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
知

的
理
性
的
解
釈
が
行
わ
れ
ず
、
人
を
天
の
奴
僕
と
す
る
「
天
人
感
応
」
の
関
係
で
あ
っ
た
。
先
秦
諸
子
ま
た
先
生
儒
家
に
お
い
て
も
や
は

り
お
お
む
ね
同
様
の
天
人
観
に
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
董
仲
静
に
至
っ
て
、
こ
の
伝
統
的
天
人
観
を
打
破
し
て
斬
新
な
天
人
関
係
を
理
論

化
し
た
。
す
な
わ
ち
董
仲
釘
の
説
く
も
の
は
、
天
人
を
相
互
に
平
等
に
捉
え
、
相
互
の
感
応
の
原
因
を
明
確
に
し
た
「
天
人
合
一
」
の
天

［
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人
関
係
あ
る
。

　
ま
ず
董
仲
静
は
、
天
人
が
と
も
に
「
仁
義
礼
智
」
を
基
本
原
則
と
し
て
い
る
こ
と
を
説
い
た
。
そ
し
て
、
人
の
肉
体
が
「
天
神
」
の
形

象
の
副
本
で
あ
る
こ
と
、
陰
陽
の
気
の
運
行
を
通
じ
て
天
は
人
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
、
人
と
天
が
同
じ
く
喜
怒
哀
楽
の
性
格
を
持
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
説
い
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
零
露
釘
に
お
い
て
人
は
小
さ
な
天
で
あ
り
、
天
は
大
き
な
人
で
あ
り
、
両
者
は
「
天
人
合
＝
、

「
類
を
以
て
一
に
合
し
て
、
天
と
人
は
一
な
り
」
と
い
う
、
「
平
等
か
つ
公
平
な
」
交
流
を
行
う
関
係
に
あ
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
両
者

が
肉
体
的
に
も
精
神
的
に
も
、
共
通
性
と
同
一
性
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
両
者
の
感
応
の
原
因
と
な
り
、
同
じ
く
儒
教
理
念
に
則
っ
て
行

動
す
る
と
い
う
こ
と
が
感
応
の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
従
来
の
天
人
感
応
の
不
備
、
非
合
理
性
が
正
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
董
仲
翻
の
天
人
観
を
「
天
人
合
＝
と
規
定
し
た
上
で
、
著
者
は
そ
の
政
治
的
意
義
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
が
、
こ
こ

で
は
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
省
略
す
る
。

　
次
に
著
者
は
、
董
仲
酵
の
「
天
人
合
＝
論
の
思
想
的
意
義
に
つ
い
て
論
及
す
る
。

　
孔
子
以
来
先
秦
儒
家
は
、
自
然
神
格
と
し
て
の
天
を
否
定
し
、
儒
家
道
徳
の
歴
史
的
根
源
を
強
調
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
哲
学
的
本
体

の
問
題
と
な
る
と
「
神
道
設
教
」
、
倫
理
道
徳
の
自
然
理
法
化
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
結
局
、
原
始
的
な
天
の
自
然
神
格

へ
の
崇
拝
を
利
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
董
仲
静
の
「
天
人
合
一
」
論
に
お
い
て
は
、
天
を
「
百
神
の
大
君
」
目
「
天
神
」

と
す
る
が
、
董
仲
釘
は
、
一
方
で
「
天
神
」
の
意
志
、
性
質
、
働
き
が
仁
義
を
体
現
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
す
る
「
神
道
」
の
倫
理
道
徳

化
と
、
他
方
で
倫
理
道
徳
が
天
か
ら
導
か
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
倫
理
道
徳
の
「
神
道
」
化
の
双
方
向
か
ら
の
論
証
を
通
じ

て
、
「
天
神
」
の
道
、
「
天
道
」
を
儒
教
哲
学
の
本
体
と
し
て
設
定
し
た
。
　
「
神
道
設
教
」
は
、
先
秦
儒
家
が
哲
学
本
体
を
探
求
す
る
活
動

で
あ
っ
た
が
、
結
局
こ
れ
を
設
定
で
き
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
為
に
支
配
思
想
と
な
り
え
な
か
っ
た
が
、
董
仲
鍔
に
至
っ
て
哲
学
本
体
が

確
立
し
、
支
配
思
想
と
な
り
、
ま
た
真
正
の
哲
学
と
な
り
え
た
。

　
著
者
は
こ
の
後
、
董
仲
静
の
「
天
人
合
＝
論
の
観
点
か
ら
そ
の
政
治
論
を
再
度
解
釈
し
、
徳
治
の
根
拠
、
徳
の
来
源
を
善
な
る
本
性

（
内
聖
）
で
は
な
く
、
外
在
的
天
に
基
づ
け
て
い
る
こ
と
、
天
道
に
従
っ
て
徳
治
を
刑
治
の
関
係
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
同
様
に
し
て

民
本
思
想
が
主
張
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
特
に
指
摘
し
て
い
る
。

…
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三

　
続
い
て
「
陰
陽
五
行
篇
」
を
見
て
行
く
。
董
随
時
の
思
想
な
い
し
哲
学
に
お
い
て
、
陰
陽
、
五
行
が
重
要
な
意
義
を
も
つ
も
の
で
あ
る

こ
と
は
言
を
待
た
な
い
が
、
本
篇
は
、
右
の
導
出
箭
の
「
天
神
」
論
「
天
道
」
論
「
人
道
」
論
に
お
い
て
、
陰
陽
五
行
が
ど
の
よ
う
な
役

割
や
意
味
を
持
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
第
一
節
「
陰
陽
五
行
説
の
起
源
と
そ
の
媒
体
機
能
」
は
、
先
人
の
所
説
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
陰
陽
五
行
説
の
起
源
を
論
じ
、
董
仲

侍
ま
で
の
陰
陽
五
行
説
の
発
展
段
階
を
押
さ
え
た
上
で
、
そ
の
間
、
陰
陽
五
行
を
哲
学
的
に
ど
の
よ
う
な
機
能
の
も
の
と
し
て
使
用
さ
れ

た
か
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
陰
陽
・
五
行
は
、
古
代
中
国
人
の
地
上
の
諸
現
象
に
備
わ
る
様
々
な
相
対
の
現
象
、
あ
る
い
は
事
物
の
性
質
に
関
す
る
直
感
的

経
験
を
、
前
者
は
陰
陽
と
し
て
、
後
者
は
五
行
と
し
て
抽
象
し
、
こ
れ
に
「
原
則
的
付
加
」
　
（
特
定
の
事
物
の
特
性
と
原
則
を
概
括
、
抽

象
し
て
で
き
た
概
念
に
様
々
な
原
則
を
付
加
し
、
そ
の
原
則
を
あ
ら
ゆ
る
事
物
の
現
象
、
性
質
に
普
遍
化
す
る
論
証
法
）
を
施
し
て
成
立

し
た
も
の
で
あ
る
。
両
者
は
起
源
を
異
に
す
る
が
、
「
原
則
的
付
加
」
が
終
わ
っ
た
後
、
両
者
は
結
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
結
合

は
、
『
量
子
』
幼
官
需
、
郷
衛
の
「
五
徳
終
始
説
」
等
が
示
す
よ
う
に
、
遅
く
と
も
墓
門
静
以
前
に
行
わ
れ
始
め
て
い
た
。
そ
の
結
果
、

陰
陽
と
言
え
ば
、
五
行
説
の
意
も
含
む
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
宇
宙
自
然
宗
教
に
関
す
る
理
論
の
み
な
ら
ず
、
政
治
社
会
歴
史
の
範
囲
ま

で
応
用
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
陰
陽
・
五
行
説
は
、
思
想
、
文
化
、
宗
教
を
伝
え
現
す
道
具
と
し
て
多
く
の
思
想
家
に
よ
っ
て
発
明
さ

れ
、
応
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
通
常
の
言
語
、
論
理
で
は
表
現
で
き
な
い
彼
ら
の
「
心
霊
世
界
」
で
あ
る
、
思
想
、
文
化
、
宗
教

意
識
を
伝
え
現
す
「
媒
介
体
」
と
し
て
の
機
能
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
は
宇
宙
、
自
然
、
社
会
等
を
陰
陽
・
五
行
の
規
律

理
法
に
服
従
さ
せ
て
し
ま
う
も
の
、
陰
陽
・
五
行
を
天
道
そ
の
も
の
と
す
る
も
の
で
は
、
董
仲
酵
ま
で
の
段
階
に
お
い
て
は
、
な
か
っ
た
。

　
第
二
節
「
陰
陽
」
は
、
董
仲
箭
に
お
け
る
陰
陽
・
五
行
そ
れ
ぞ
れ
の
基
本
的
性
質
を
要
約
し
た
上
で
、
特
に
陰
陽
を
通
じ
て
董
仲
野
が

表
現
し
た
宇
宙
、
自
然
、
社
会
、
政
治
等
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

　
陰
陽
・
五
行
は
「
天
の
立
端
」
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
「
天
」
の
客
体
化
形
式
の
一
部
呈
し
て
「
天
神
」
「
天
道
」
「
天
命
」
を
表
現

一
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す
る
も
の
で
あ
り
、
実
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
天
地
の
気
の
異
な
る
時
間
と
空
間
に
お
け
る
表
現
形
式
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
陰
陽
は
、
「
原
則
的
付
加
」
を
施
さ
れ
た
段
階
で
、
相
互
に
対
立
、
並
存
、
合
体
、
主
従
等
の
関
係
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

董
嘉
事
は
、
こ
の
陰
陽
説
を
用
い
な
が
ら
、
老
子
等
の
「
無
中
有
生
」
論
に
対
し
て
、
超
越
的
実
在
「
天
神
」
を
宇
宙
発
生
の
原
因
と
す

る
「
有
中
有
生
」
論
に
立
っ
た
宇
宙
生
成
を
論
じ
、
更
に
「
陽
尊
陰
卑
」
「
刑
徳
の
弁
」
「
三
綱
」
と
い
っ
た
儒
教
倫
理
の
根
拠
づ
け
を
行
っ

て
、
天
道
・
人
道
の
連
続
性
、
合
一
性
を
論
証
し
、
ま
た
災
異
説
を
論
理
づ
け
た
。

　
第
三
節
「
五
行
」
は
、
無
罪
訂
が
五
行
を
説
か
な
か
っ
た
と
い
う
説
や
『
春
秋
繁
露
』
五
行
九
篇
の
偽
作
説
を
批
判
し
た
上
で
、
董
仲

箭
が
五
行
を
通
じ
て
示
し
た
自
然
観
、
世
界
観
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
れ
ら
五
行
不
説
説
や
偽
作
説
は
、
『
漢
書
』
の
本
伝
及
び
五
行
志
の
罫
書
銘
説
に
五
行
が
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
が
ら
起
こ
っ

た
も
の
で
あ
る
が
、
本
伝
に
は
確
か
に
直
接
的
に
「
五
行
木
皿
土
金
水
」
は
述
べ
て
い
な
い
が
、
実
は
『
繁
露
』
五
行
諸
篇
の
観
念
に
合

致
す
る
五
行
説
が
見
え
て
い
る
。
五
行
諸
篇
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
「
五
行
」
は
偽
作
説
の
対
象
と
な
ら
な
い
五
行
諸
篇
以
外
の

篇
に
既
に
見
え
て
い
る
の
で
あ
り
、
「
五
行
」
を
論
じ
て
い
る
こ
と
が
直
ち
に
偽
作
を
意
味
し
な
い
。
ま
た
五
行
諸
篇
は
五
行
の
相
生
相

勝
の
原
理
や
気
の
思
想
、
災
異
論
に
お
い
て
連
続
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
り
、
董
聖
母
の
五
行
説
の
一
部
で
あ
る
と
み
て
差
し
支
え
な

い
。

　
続
い
て
著
者
は
、
董
仲
野
の
五
行
説
を
五
行
配
当
表
に
ま
と
め
る
。
そ
し
て
、
そ
の
配
当
が
、
「
春
生
」
「
夏
長
」
「
秋
収
」
「
冬
蔵
」
の

四
季
の
功
と
い
う
古
代
農
耕
社
会
共
通
の
直
感
経
験
を
、
こ
れ
に
「
季
夏
養
」
を
加
え
つ
つ
、
五
行
の
観
念
的
普
遍
法
則
と
し
て
昇
華
さ

せ
、
次
に
そ
の
五
行
の
普
遍
法
則
に
従
っ
て
、
世
界
の
万
物
の
諸
相
を
整
理
付
け
た
跡
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
る
。
そ
の

上
で
、
五
の
数
に
整
理
付
け
ら
れ
た
「
五
行
」
「
五
方
・
五
季
」
「
五
功
」
「
五
政
」
「
五
徳
」
「
五
情
」
な
ど
の
諸
概
念
の
意
義
を
論
じ
、

そ
れ
ぞ
れ
が
五
行
を
橋
梁
と
し
て
天
道
と
人
道
の
一
体
性
を
論
証
し
て
、
自
ら
の
描
く
心
霊
世
界
の
統
一
性
を
伝
え
現
す
も
の
と
な
っ
て

い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
続
い
て
第
四
節
「
陰
陽
五
行
合
論
」
。
先
に
本
篇
第
一
節
の
要
約
に
示
し
た
よ
う
に
、
著
者
は
、
陰
陽
及
び
五
行
の
発
展
が
両
者
の
結

合
を
も
っ
て
そ
の
最
終
段
階
に
至
る
と
い
う
観
点
に
立
つ
。
本
節
は
、
董
仲
釘
の
陰
陽
五
行
説
が
両
者
の
結
合
に
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
論
じ
て
い
る
。
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陰
陽
・
五
行
両
者
の
結
合
は
、
董
仲
野
以
前
の
時
令
説
に
お
い
て
既
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、
董
仲
里
に
お
い
て
は
、
陰

陽
五
行
は
実
体
で
は
な
く
天
地
の
気
の
運
行
・
働
き
の
形
態
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
「
夏
陽
・
春
」
一
木
、
「
太
陽
・
夏
」
1
火
、
「
差

上
・
秋
」
1
金
、
「
太
陰
・
冬
」
1
土
の
関
係
に
、
『
呂
氏
春
秋
』
の
時
令
説
に
啓
発
さ
れ
、
「
季
夏
」
1
土
と
い
う
関
係
を
挿
入
し

陰
陽
と
五
行
の
整
合
性
を
図
り
、
ま
た
、
土
に
「
中
央
」
と
い
う
空
間
を
与
え
、
土
と
中
火
金
水
の
間
の
主
従
関
係
を
作
り
上
げ
た
。
こ

う
し
た
「
知
性
的
配
当
」
に
よ
っ
て
、
董
仲
鎌
は
陰
陽
と
五
行
を
円
満
に
結
合
さ
せ
、
時
季
を
通
じ
た
事
物
の
生
成
、
歳
功
と
五
行
の
関

係
論
を
唱
え
、
こ
れ
を
通
じ
て
「
天
地
の
大
徳
」
や
天
道
人
道
の
一
体
性
を
実
証
し
た
。
そ
し
て
一
度
結
合
し
た
両
者
に
は
、
董
仲
督
が

論
証
し
よ
う
と
す
る
天
道
の
内
容
に
応
じ
て
、
対
等
な
関
係
、
陰
陽
の
優
位
、
五
行
の
優
位
の
三
関
係
が
更
に
措
定
さ
れ
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
論
述
し
た
後
、
著
者
は
、
董
仲
督
の
儒
教
思
想
史
上
に
お
け
る
理
論
的
貢
献
は
、
「
天
神
」
を
確
立
し
て
、
儒

教
の
哲
学
的
本
体
と
し
、
「
天
人
合
一
」
の
場
に
お
い
て
先
言
の
儒
家
理
念
を
再
構
築
し
た
、
天
道
儒
教
理
論
を
樹
立
し
た
こ
と
に
あ
る

が
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
董
仲
野
は
一
貫
し
て
陰
陽
五
行
説
を
用
い
た
と
、
董
仲
紆
思
想
を
概
括
し
て
、
彼
が
陰
陽
五
行
を
通
じ
て
示
し

た
天
道
の
内
容
と
し
て
、
「
天
の
大
徳
」
「
陰
陽
五
行
の
気
は
天
と
人
を
貫
く
」
こ
と
「
災
異
論
」
「
塩
豆
の
弁
」
な
ど
に
つ
い
て
詳
述
す

る
。
そ
し
て
、
董
仲
静
が
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
天
道
を
表
現
し
、
天
道
と
人
道
（
儒
教
倫
理
）
の
一
体
性
を
論
じ
た
こ
と
は
、
天
道
と
儒

教
理
念
の
陰
陽
五
行
化
を
意
味
す
る
と
結
論
付
け
る
。
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以
上
「
天
道
篇
」
と
「
陰
陽
五
行
篇
」
を
内
容
を
略
述
し
た
。
次
に
春
秋
公
羊
学
篇
を
要
約
す
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
初
め
に
述

べ
た
理
由
に
よ
り
、
論
考
の
主
眼
の
み
を
を
略
記
す
る
に
止
め
る
。

　
第
一
節
「
董
仲
醤
の
二
つ
の
春
秋
公
羊
学
」
は
、
董
仲
舘
の
春
秋
に
関
す
る
論
述
の
中
に
非
天
論
部
分
と
天
論
部
分
と
が
あ
り
、
こ
の

間
に
思
想
的
な
変
容
が
見
て
と
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
そ
れ
が
董
仲
野
が
天
が
至
上
神
か
つ
本
体
で
あ
る
こ
と
を
悟
る
と
否
と
の
差
違

に
由
来
す
る
こ
と
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
二
節
「
董
仲
野
の
正
統
と
大
一
統
論
」
は
、
董
聖
王
が
、
天
道
の
普
遍
原
則
と
し
て
漢
の
正
統
性
を
明
ら
か
に
し
た
こ
と
、
そ
の
反



面
そ
れ
が
儒
教
道
徳
と
一
体
化
し
て
い
る
天
道
に
基
づ
く
正
統
論
で
あ
っ
た
が
故
に
漢
王
朝
の
正
統
化
は
こ
れ
に
儒
教
道
徳
を
迫
る
も
の

で
も
あ
っ
た
こ
と
、
更
に
は
董
仲
討
の
「
大
一
統
」
が
空
間
的
統
一
、
専
制
支
配
体
制
、
思
想
統
制
、
文
化
的
総
合
一
致
性
な
ど
を
要
求

す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
の
見
解
を
示
し
て
い
る
。

　
第
三
節
「
董
仲
静
の
歴
史
理
論
に
つ
い
て
」
は
、
董
華
甲
の
歴
史
理
論
が
、
『
春
秋
』
の
史
実
を
媒
介
と
し
て
で
は
な
く
、
天
道
、
陰

陽
五
行
の
下
で
、
「
大
一
統
」
論
を
目
的
と
し
て
理
論
化
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
歴
史
学
が
孔
子
改
制
説
、
三
評
説
な
ど
の
よ
う
に
春
秋
経

伝
を
史
書
と
し
て
よ
り
も
、
治
国
の
法
典
す
る
方
向
で
実
用
化
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。

　
最
後
に
、
「
あ
と
が
き
に
か
え
て
　
宋
学
に
お
け
る
『
天
』
と
『
陰
陽
五
行
』
説
に
つ
い
て
1
董
仲
侍
の
『
天
道
』
　
『
陰
陽
五
行
』

と
の
比
較
1
」
は
、
董
仲
鎌
思
想
の
後
世
に
及
ぼ
し
た
思
想
的
影
響
の
一
例
を
示
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
董
重
工
の
天
論
、
陰
陽
五

行
論
を
宋
学
の
そ
れ
と
比
較
し
た
も
の
で
あ
り
、
宋
学
の
「
理
」
の
性
格
が
人
格
神
性
を
有
し
な
い
点
を
除
い
て
、
董
聖
母
の
「
天
神
」

の
そ
れ
と
共
通
し
て
い
る
こ
と
を
論
証
し
、
ま
た
宋
学
が
陰
陽
五
行
の
気
を
「
理
」
を
「
乗
載
」
す
る
も
の
と
し
た
点
な
ど
を
指
摘
し
、

宋
学
の
理
気
論
は
董
仲
釘
の
天
・
陰
陽
五
行
論
に
端
を
発
し
、
こ
れ
を
超
克
し
て
完
成
し
て
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
論
じ
、
更
に
そ
の

相
違
点
と
そ
の
由
来
を
論
じ
て
い
る
。
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要
領
を
え
な
い
も
の
に
な
っ
た
が
、
以
上
が
本
書
の
梗
概
で
あ
る
。
評
者
の
力
量
不
足
で
誤
解
や
理
解
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
こ

と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
著
者
の
寛
容
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
さ
て
、
以
上
を
踏
ま
え
て
、
本
書
の
論
点
を
一
口
に
要
約
す
る
な
ら
ば
、
馬
脚
静
の
天
は
最
高
至
上
の
人
格
神
た
る
「
天
神
」
、
哲
学

的
本
体
た
る
「
天
道
」
、
政
権
を
根
拠
づ
け
る
「
天
命
」
の
三
位
一
体
の
実
在
で
あ
り
、
董
仲
野
は
孔
子
以
来
の
儒
学
を
こ
の
「
天
神
」

の
下
に
体
系
化
し
て
、
こ
れ
を
「
儒
教
」
と
し
、
漢
の
支
配
思
想
と
し
て
の
資
格
を
得
し
め
た
こ
と
を
実
証
し
、
ま
た
、
陰
陽
五
行
は

「
天
神
」
「
天
道
」
「
天
命
」
の
内
容
を
表
現
す
る
手
段
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
騒
士
静
が
陰
陽
五
行
に
よ
っ
て
表
現
し
た
「
天
道
」

と
「
儒
教
」
の
一
体
化
構
造
を
跡
付
け
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。



　
中
国
古
代
の
天
の
性
格
の
変
遷
を
股
代
か
ら
跡
付
け
つ
つ
、
先
秦
儒
家
の
天
と
の
相
違
点
を
明
確
に
し
な
が
ら
、
董
平
静
の
天
を
股
代

的
「
天
神
」
の
再
生
、
復
活
と
定
義
づ
け
、
か
っ
こ
の
「
天
神
」
の
下
に
董
仲
野
が
儒
学
を
宗
教
と
し
て
体
系
化
し
た
と
い
う
観
点
は
、

ま
こ
と
に
斬
新
で
あ
り
、
画
期
的
な
学
説
が
打
ち
立
て
ら
れ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
そ
の
思
想
体
系
全
般
を
跡
付
け
、

ま
た
、
陰
陽
五
行
を
媒
介
と
す
る
董
呪
釘
の
哲
学
体
系
を
全
体
的
に
跡
付
け
た
点
、
従
来
成
す
べ
く
し
て
成
し
遂
げ
ら
れ
な
か
っ
た
偉
大

な
業
績
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
今
後
の
董
仲
野
研
究
は
す
べ
て
本
書
を
踏
ま
え
る
べ
き
も
の
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
し
か
し
、
本
書
の
観
点
は
な
お
い
く
つ
か
の
批
判
を
克
服
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
著
者
が
董
仲
野
の
天
の
第
一
義
を
「
天
神
」
と
す
る
の
は
、
孔
子
以
来
の
先
秦
の
儒
家
思
想
は
、
天
の
人
格
神
性
を
否
定
し
、
そ
の
道

徳
を
祖
先
神
崇
拝
を
中
心
と
す
る
孝
の
上
に
立
て
た
が
、
そ
の
一
方
で
、
道
徳
を
天
の
理
法
に
基
づ
け
る
こ
と
も
し
た
と
し
、
後
者
の
立

場
は
、
深
層
で
天
の
人
格
神
性
を
認
め
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
こ
の
傾
向
を
著
者
は
「
神
道
設
教
」
傾
向
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
し
て
、

二
半
紆
に
至
り
、
彼
は
万
物
の
背
後
に
あ
っ
て
万
物
を
化
育
生
成
す
る
天
の
意
志
を
覚
悟
し
、
ま
た
同
時
に
天
人
の
同
一
性
を
認
め
、
天

を
人
間
の
祖
先
と
見
な
し
た
。
か
く
て
草
書
に
分
離
し
た
自
然
神
と
祖
先
神
が
再
度
結
合
し
た
最
高
至
上
の
人
格
神
「
天
神
」
が
誕
生
し

た
。
こ
れ
は
股
代
的
至
上
神
の
再
生
で
あ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　
ま
ず
先
秦
儒
家
の
天
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。
確
か
に
先
革
儒
家
の
天
は
、
人
格
神
と
規
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
し
か

し
そ
の
超
越
性
、
神
秘
性
を
否
定
で
き
な
い
こ
と
は
、
孔
・
孟
に
お
い
て
天
が
人
間
の
運
命
の
規
定
者
と
し
て
現
れ
た
り
、
「
天
命
」
が

探
求
の
対
象
と
さ
れ
る
こ
と
や
、
『
孟
子
』
や
『
中
庸
』
に
「
誠
」
と
「
天
の
道
」
の
連
続
が
説
か
れ
る
こ
と
、
ま
た
『
中
庸
』
が
「
性
」

の
規
定
者
を
「
天
命
」
と
宣
言
す
る
こ
と
な
ど
、
敢
え
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
明
ら
か
で
あ
り
、
孔
子
以
来
儒
家
の
天
は
自
然
、
人
間

存
在
、
歴
史
の
大
原
因
で
あ
り
、
道
徳
の
根
源
で
あ
り
、
神
秘
的
存
在
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
彼
ら
が
否
定
し
た
の
は
天
の
神
秘

性
で
は
な
く
、
道
徳
を
離
れ
た
呪
術
的
な
天
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
道
徳
の
根
拠
を
祖
先
神
崇
拝
、
孝
の

み
に
も
と
づ
け
た
と
い
う
こ
と
も
で
き
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
天
を
理
法
と
し
、
儒
家
道
徳
の
そ
れ
と
の
同
一
性
を
と
な
え
る
傾
向
が
強
い
の
は
筍
子
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
道
家
が
、
天
を
人
知
・
人

為
を
超
え
た
も
の
と
し
た
の
を
受
け
、
こ
の
天
の
絶
対
性
に
自
然
の
理
法
を
通
じ
て
則
ろ
う
と
す
る
論
理
で
あ
り
、
天
が
現
象
を
支
配
す

る
超
越
的
、
神
秘
的
存
在
で
あ
る
こ
と
は
、
こ
の
論
理
の
大
前
提
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
の
神
秘
性
が
深
層
に
お
い
て
意
識
さ
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れ
て
い
る
と
い
う
性
質
の
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

　
著
者
は
ま
た
天
の
神
秘
性
を
否
定
し
た
先
秦
儒
家
は
哲
学
本
体
を
持
ち
得
な
か
っ
た
と
す
る
。
そ
の
哲
学
本
体
を
定
義
し
て
「
自
然
現

象
、
社
会
現
象
の
背
後
に
あ
っ
て
そ
れ
ら
を
支
配
し
、
理
法
と
秩
序
を
あ
ら
し
め
る
『
道
体
』
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
。
換
言
す
れ
ば
、

自
然
現
象
と
社
会
現
象
の
究
極
の
根
源
を
指
す
」
（
一
六
四
頁
）
と
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
の
哲
学
本
体
を
先
議
儒
家
が
持
ち
得
な
か
っ

た
と
す
る
見
方
も
、
右
の
こ
と
か
ら
、
評
者
は
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
次
に
董
仲
醤
の
天
が
人
間
の
祖
霊
と
し
て
の
人
格
神
か
否
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
こ
で
ま
ず
こ
れ
が
股
代
的
祖
先
神
と
し
て
の
意
義

を
も
つ
も
の
か
否
か
を
検
討
し
て
み
る
。
著
者
は
股
代
の
帝
の
性
格
を
論
ず
る
に
際
し
て
、
「
祖
先
神
は
同
一
で
あ
る
以
上
、
『
帝
命
』
も

永
遠
に
変
わ
り
は
な
い
の
で
あ
る
。
段
の
卸
金
が
様
々
な
悪
行
を
犯
し
た
の
に
、
は
ば
か
ら
ず
に
『
我
が
生
く
る
は
命
天
に
在
り
』
と
言

え
た
の
は
、
不
変
性
を
も
つ
祖
先
神
と
同
一
で
あ
る
限
り
、
『
帝
命
』
も
不
変
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
股
の
「
帝
」
が
祖
先
神
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
股
王
室
、
股
民
の
祖
霊
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
董
病
巣
が
天
に
股
代

的
祖
先
神
と
し
て
の
性
格
を
見
出
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
彼
は
天
が
漢
王
室
の
祖
で
あ
る
こ
と
を
論
証
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ

う
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
な
董
仲
酵
の
論
述
は
も
と
よ
り
な
い
。
従
っ
て
こ
の
点
に
つ
い
て
も
、
疑
問
を
呈
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
で
は
、
そ
れ
は
別
と
し
て
、
董
仲
翻
が
天
を
人
間
の
祖
霊
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
示
す
も
の
は
、

本
書
七
一
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
「
生
を
為
す
も
人
を
為
す
こ
と
能
は
ず
。
人
を
為
す
も
の
は
天
な
り
。
人
の
人
た
る
は
天
に
本
つ
く
。

天
は
亦
人
の
曾
祖
父
な
り
。
此
れ
人
の
乃
ち
上
に
天
に
類
す
る
所
以
な
り
」
　
（
為
人
者
天
質
四
十
一
）
の
文
で
あ
る
。
こ
こ
に
「
人
の
曾

祖
父
」
と
い
う
の
は
、
い
か
に
も
人
間
が
天
の
直
系
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
受
け
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
、
こ
の
文
の
最
後
の
人
が

天
に
「
類
」
す
る
と
い
う
結
論
を
引
き
出
す
た
め
の
ロ
ジ
ッ
ク
で
あ
る
ろ
う
。
天
人
が
同
類
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
は
本
書
に
も
数
多

く
引
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
著
者
は
、
「
人
に
三
百
六
十
節
有
る
は
、
天
の
数
に
偶
す
る
な
り
。
形
体
骨
肉
は
、
地
の
厚
き
に
期
す

る
な
り
」
（
人
副
天
数
等
）
を
根
拠
と
し
て
、
「
人
の
肉
体
は
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
み
て
、
天
の
『
副
本
』
で
あ
り
、
天
の
形
象
の
写
し
で
あ

る
」
　
（
一
五
〇
頁
）
と
い
う
よ
う
に
、
漁
戸
醤
の
天
が
人
の
祖
霊
で
あ
る
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ
こ
で
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
は
、
人
の
肉
体
の
天
地
自
然
の
属
性
と
の
連
続
性
で
あ
っ
て
、
そ
の
背
後
の
「
天
神
」
と
の
形
体
的
同
一
性
を
い
う
も
の
で
は
な

か
ろ
う
。
要
す
る
に
こ
れ
も
天
と
人
の
「
類
」
と
し
て
の
同
一
性
を
い
う
も
の
で
あ
る
。
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「
類
」
と
い
う
概
念
は
周
知
の
よ
う
に
『
階
子
』
に
数
々
見
ら
れ
る
。
勧
学
篇
の
腐
っ
た
魚
が
轟
を
招
く
の
例
示
で
も
分
か
る
よ
う
に
、

「
同
類
」
の
間
に
あ
る
の
は
、
自
然
の
理
法
と
し
て
の
連
続
性
で
あ
っ
て
両
者
の
形
質
の
一
致
を
い
う
も
の
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の

「
類
」
概
念
を
用
い
て
天
人
を
関
係
付
け
る
董
仲
釘
の
論
理
に
よ
っ
て
、
天
が
人
の
直
系
で
あ
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

記
事
鎌
の
天
を
人
格
神
的
と
い
う
の
は
よ
い
が
、
そ
の
人
格
神
性
が
祖
先
神
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
本
書

の
見
方
に
は
疑
問
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
天
が
「
人
の
曾
祖
父
」
で
あ
る
と
い
う
の
も
、
あ
く
ま
で
「
人
を
為
す
」
こ
と
、

す
な
わ
ち
人
間
存
在
の
原
因
と
い
う
こ
と
の
比
喩
で
あ
っ
て
、
人
間
を
天
の
直
系
と
す
る
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
董
仲
釘
に
お
い
て
は
、
確
か
に
天
は
人
格
神
的
に
表
現
さ
れ
る
。
著
者
が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
天
は
意
志
を
持
ち
、
「
天
意
」
「
天
志
」

は
仁
と
さ
れ
、
喜
怒
哀
楽
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
る
。
で
は
、
そ
れ
を
董
仲
侍
が
ど
の
よ
う
に
し
て
論
証
し
た
か
と
言
え
ば
、
こ
れ
は
本
書

に
論
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
陰
陽
、
四
時
の
変
化
を
通
じ
た
生
成
化
育
と
い
う
現
象
を
通
じ
て
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
の
喜
怒
哀
楽
は
、

「
春
は
喜
気
」
「
秋
は
怒
気
」
「
夏
は
楽
気
」
「
冬
は
塩
気
」
と
い
う
よ
う
に
四
時
の
変
化
に
よ
っ
て
論
証
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
「
天
意
」

「
立
志
」
は
、
陰
陽
、
四
時
と
い
っ
た
自
然
あ
る
い
は
自
然
の
理
法
を
媒
介
と
し
て
帰
納
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
天
が
人
間
に
啓
示

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
い
わ
ゆ
る
災
異
論
に
お
い
て
も
、
災
異
は
君
主
の
不
徳
が
陰
陽
の
調
和
を
乱
す
こ
と
か
ら
起
こ
る
現
象
と
し

て
早
々
翻
は
説
明
す
る
の
で
あ
り
、
「
天
神
」
が
人
間
を
照
覧
し
て
自
ら
の
意
志
に
従
っ
て
下
す
天
罰
で
は
必
ず
し
も
な
か
っ
た
。
い
わ

ゆ
る
「
天
謎
説
」
と
い
う
の
も
、
論
理
的
に
は
、
そ
の
現
象
か
ら
帰
納
さ
れ
た
も
の
と
し
て
提
示
し
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ

の
よ
う
に
天
は
自
然
現
象
や
自
然
の
理
法
を
通
じ
て
初
め
て
そ
の
属
性
が
認
識
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
董
仲
釘
は
い
か
に
も
人
格
神
の
よ

う
に
表
現
す
る
が
、
実
質
は
自
然
の
理
法
や
「
類
」
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
実
在
や
属
性
が
実
証
さ
れ
る
、
人
知
を
超
え
た
存
在
、
理
法

的
実
在
で
あ
り
、
こ
の
点
、
礼
を
天
の
理
法
と
し
た
母
子
な
ど
の
先
秦
儒
家
と
ほ
ぼ
同
様
の
天
観
に
立
っ
て
い
る
と
見
る
べ
き
で
あ
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
種
々
の
学
説
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
災
異
説
に
お
け
る
「
天
謎
説
」
と
陰
陽
説
の
矛

盾
に
見
え
る
二
つ
の
理
論
が
、
ど
の
よ
う
に
連
続
し
て
い
る
の
か
、
　
「
天
神
」
の
下
に
明
確
に
説
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
「
天
神
」
と
い
う
言
葉
は
、
著
者
が
用
い
た
も
の
で
あ
っ
て
、
論
叢
紆
自
身
の
も
の
で
は
な
い
。
　
「
天
志
」
「
天
意
」
は
『
墨
子
』
天

志
篇
に
見
え
る
が
、
同
篇
の
「
天
鬼
」
と
い
う
語
を
子
仲
侍
は
遂
に
用
い
で
い
な
い
。
董
仲
侍
が
天
を
人
格
神
と
確
信
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

「
天
鬼
」
と
い
う
墨
家
の
用
語
は
用
い
得
な
い
と
し
て
も
、
そ
れ
に
変
わ
る
語
を
考
案
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
ま
さ
に
董
仲
舘
の
脳
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裏
に
お
い
て
天
が
人
格
神
と
し
て
の
形
象
を
有
し
て
い
な
い
こ
と
を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
さ
て
、
本
書
評
に
許
さ
れ
た
紙
面
は
尽
き
た
よ
う
で
あ
る
。
右
に
述
べ
た
評
者
の
疑
問
点
は
「
天
神
」
の
問
題
に
集
中
し
て
し
ま
っ
た

が
、
こ
れ
は
「
天
神
」
が
本
書
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
り
、
他
所
に
お
け
る
疑
問
点
も
す
べ
て
「
天
神
」
の
問
題
に
帰
着
す
る
と
考
え
た
か

ら
で
あ
る
。
右
に
思
い
つ
く
ま
ま
に
述
べ
た
疑
問
は
、
多
く
評
者
の
理
解
不
足
、
無
見
識
か
ら
起
こ
る
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
、
著

者
に
寛
容
を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
本
書
に
は
わ
ず
か
で
は
あ
る
が
、
校
正
ミ
ス
や
、
引
用
ミ
ス
な
ど
が
あ
り
、
特
に
「
春
秋
公
羊
学
篇
」
に
目
立
つ
よ
う
で
あ
る
。

適
当
な
対
処
を
願
う
所
で
あ
る
。

　
本
書
は
、
著
者
が
中
国
人
留
学
生
と
し
て
九
州
大
学
に
籍
を
置
き
、
わ
ず
か
八
年
間
に
し
て
も
の
に
し
た
大
著
で
あ
る
。
し
か
も
こ
れ

は
中
国
語
原
稿
を
日
本
人
が
翻
訳
し
た
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
引
用
文
も
一
々
漢
文
訓
読
体
で
読
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
日
本
人
の
著
書
に

な
り
き
っ
て
い
る
。
そ
の
熱
意
と
努
力
に
は
深
く
敬
意
を
表
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
著
者
は
ま
だ
三
十
代
の
新
進
の
研
究
者
で

あ
る
か
ら
敢
え
て
蛇
足
を
付
け
加
え
る
が
、
評
者
は
本
書
の
読
解
に
難
渋
し
た
。
こ
れ
は
大
半
は
評
者
の
能
力
の
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
、

い
さ
さ
か
は
著
者
の
日
本
語
や
文
章
構
成
に
も
責
任
は
あ
る
と
考
え
る
。
今
後
の
著
者
の
さ
ら
な
る
進
歩
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。
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